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命を守る
避難行動



昭和～平成初期の火災とその対応



近年の火災事例とその対応



様々な法規制により

火災による死者数は減少



火災の概要
（１）発生日時等

覚 知 令和元年７月１８日（木）午前１０時３５分
鎮 火 令和元年７月１９日（金）午前 ６時２０分

（２）発生場所
京都市伏見区桃山町因幡１５番地の１
株式会社京都アニメーション第１スタジオ

（３）出火建物の概要
構造等：鉄筋コンクリート造３階建て延べ 約６９１㎡
建物用途：事業所
消防用設備等：消火器、非常警報設備
最終査察：平成３０年１０月、消防法令上の不備事項等なし
消防訓練：平成３０年１１月、総合訓練実施（７０名参加）

（４）被害概要
死者 ３６名
負傷者 ３４名
焼損結果 全焼

（５）火災原因
放火

京都市伏見区桃山町事業所火災（京都アニメーション火災）



火災概要
（１）発生日時等

覚知時刻：令和３年１２月１７日１０時１８分
鎮火時刻：令和３年１２月１７日１７時０４分

（２）発生場所
住所：大阪市北区曽根崎新地１丁目
用途：（１６）項イ（複合用途）

（３）火元建物概要
構造：耐火造
階数：地上８階建て
延べ面積：７００㎡

（４）被害概要
人的被害
死者２７名
負傷者１名
建物被害
４階 床面積３７㎡焼損

（５）火災原因
放火

大阪市北区ビル火災



ガソリンを使用した放火

京都市伏見区桃山町事業所火災 大阪市北区ビル火災



ガソリンの性質

引火点－４０℃ 常に可燃性蒸気が発生

小さな火源で爆発的に燃焼



防
火
指
導
時
の
市
民
の
発
言

・うちに火の気があるようなとこはないから

・火が出るとしてもコンロのところしか考え
られない。

・思いもしないところから火が出る
かもしれない

・どこで火が出るかわからない時代
になった



大阪市北区ビル火災を踏まえた今後の防火・避難対策に関する検討会報告書
令和４年６月

６今後の防火・避難対策等
（ア）直通階段が一つの建築物について、少しでもリスクを軽減するための誘導的な手立てと
して、次の３つの切り口から、建築物や消防設備・防火管理等に係る対策について、行政によ
る指導・誘導策や所有者等による自発的な対策などをパッケージとして提示。・建築物の安全
性向上に向けた誘導策・安全性向上のための改修推進に資する既存不適格建築物の増改築等時
の規制の合理化措置・法令に違反する建築物への是正指導の徹底対策

（イ）被害を軽減することができる製品の技術開発の促進。

（ウ）危険物の取扱いに係る適正な運用の徹底。



（２）具体的な対策ア防火・避難対策
（ア）直通階段が一つの建築物に係る対策
ａ建築物の安全性向上に向けた誘導策

（ｃ）避難訓練指導
（ａ）①－１、（ａ）①－２及び（ａ）②の対策を含めた
直通階段が一つの建築物を対象とした命を守るための避難行動
について、「直通階段が一つの建築物向けの避難訓練ガイドラ
イン（仮称）」として取りまとめて提示し、消防機関において
も立入検査等の機会を捉え、同ガイドラインに基づいた避難訓
練の指導を行うべきである。

報告書内の文面



消防庁

直通階段が一つの建
築物向けの避難行動
に関するガイドライ
ンの策定

令和４年１２月

大阪市北区ビル火災



京都市消防局

火災から命を守る避難
７つの指針と１１の知恵

令和２年３月

京都市伏見区桃山町事業所火災



今、求められているのは

防火管理



命を守る
避難行動



２ページ

火災を早く知る手段の確保

早期避難行動の開始



テキスト１ページ



テキスト３ページ

最適な避難方法の選定

階段での避難を最優先
（２階以上）

曲がる回数が少ない経路

視界がクリアなうちに避
難経路の確認

煙を建物の内部に広げず、
有効な避難経路を確保

広がった煙を建物の外部へ逃
がす

知恵４

知恵５





階段に煙がなく使用可能な状況レベル１

階段に煙がなく使用可能な状況

階段を使用して地上、下階へ避難

（階段が複数ある場合は、煙が流
入していない階段を選択）





階段に煙がなく使用可能な状況
（火災が発生したフロア以外）

レベル１

階段に煙がなく使用可能な状況

階段を使用して地上、下階へ避難

（階段が複数ある場合は、煙が流
入していない階段を選択）





階段が使用できない状況
（火災が発生したフロア以外）

レベル２

階段が煙により使用できな
い状況

階段以外からの避難



階段が使用できない状況
（火災が発生したフロア）

レベル２

階段が煙により使用できな
い状況

階段以外からの避難

避難器具での避難

外気に触れる場所
への避難

煙の影響を受けない
ように姿勢を低くし
て避難上有効なバル
コニーで消防隊の救
助を待つ



ベランダで身を低くして煙を避ける！

テキスト６ページ



階段が使用できない状況
（火災が発生したフロア以外）

レベル２

階段が煙により使用できな
い状況

階段以外からの避難

避難器具での避難

外気に触れる場所
への避難

窓を開放し、「くの
字」になり外気呼吸
を行う。





一時退避スペース
階段を使えない場合
煙から逃れ、一時退避する

目バリ等で煙の
侵入を防ぐ

窓を開ける

テキスト７ページ



窓でのサバイバルポジション

「くの字」腰を
折り曲げ窓の下
の外気を吸う

テキスト７ページ





レベル３

階段及びフロア全体
に煙が流入し、避難
者自身が煙に覆われ
危機的な状況



煙を排出し、室内への煙の拡散を軽減させる

早期に外気に面した窓を開放

テキスト４ページ



テキスト４ページ

姿勢を低く、息を止めず
に浅めの呼吸を続ける

煙の中での屋内移動

呼吸を止めて我慢で
きなくなると、一呼
吸で多量の煙を吸い
込んで倒れてしまう。

タオル・服等で口と鼻を覆う



テキスト４ページ

姿勢を低く、息を止めず
に浅めの呼吸を続ける

煙の中での屋内移動





テキスト４ページ

姿勢を低く、息を止めず
に浅めの呼吸をを続ける

煙の中での屋内移動





【１０の法則】
縦方向の煙の速度は１０秒で
１０階ビルの最上階まで達する。

横方向のコールドスモーク現象

横方向の速度は人の歩く速度とほぼ同じである。
時間の経過により煙の層が天井・壁等で冷やされ

煙先端から一斉に降下し、周囲が一瞬にして見
えなくなる特徴がある。





階段が使用できない状況
（火災が発生したフロア）

煙の影響を受けない
ように姿勢を低くし
て避難上有効なバル
コニーで消防隊の救
助を待つ

レベル３

階段及びフロア全体
に煙が流入し、避難
者自身が煙に覆われ
危機的な状況







避難経路に関する図上訓練



避難に関して日常から気をつけるべきこと

閉鎖障害を作らない



階段室に物品を置かない

避難に関して日常から気をつけるべきこと





ま と め
早期に避難経路の選定を行う。

煙を排出する。

避難時に必ず戸は閉める。



火災時に死傷者をださない。

日ごろから火災を出さないよ
うに点検を行う。



その他

積極的な屋内消火栓の使用

自走式駐車場での移動式粉末消火設備の使用
駐車場で火災になった場合の消防計画の見直し



自走式駐車場における防火対策の推進等について
消防予第６９８号 令和５年１２月２７日

１自走式駐車場における訓練の実施自走式駐車場における初動対応について、機会を捉
えて関係者への教育訓練や広報啓発を行われたいこと。

（１）駐車場部分の自動火災報知設備が作動した場合、迅速に受信機を確認できる監
視体制について確認すること。

（２）現場確認時に火煙を確認した時点で、現場確認者が迅速に 119 番通報し、駐
車場内で車が燃えていることを確実に伝えること。

（３）移動式粉末消火設備等の位置を確認するとともに、当該設備を使用した初期消
火の要領を確認すること。

（４）駐車場の利用者に対し、避難誘導を行うとともに、駐車場内への進入を制止す
ること



今からできることをする。

今が一番モチベーションが高い

すぐ、行動することが大事

１つでもOK（簡単なことから）



よ
予防が最大の
人命救助！！

御清聴ありがとうございました


